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	議題
	発言者
	　　　　　　　　　　　発言要旨

	新聞について

（新聞掲載内容の検討）
	中居
	12月の法人内新聞の担当は、清水さんと山口さんです。

	
	金子
	来月の新聞記事について、精神分野で何か新しい動向はありますか。

	
	清水
	今回、私の方で注目されるのは、自立支援法の改正に伴い、青明舎の利用が市民でなければ利用できなくなることです。そこで、自立支援法に目を向けてはどうでしょうか。新しく「こう変わった」ということをまとめて注目記事にしてはどうでしょうか。

	
	金子
	それでは、自立支援法についての記事をお願いします。

次は研修報告に関してですが、先日、精神医学会がありましたが、他に何か研修などへ参加したものはありませんか。

	
	長谷部
	青山荘の山田忍さんが研修に行っていますが、自立支援法と内容が同じくなってしまうので、精神医学会へ参加した方の報告がいいのではと思います。中村美奈子さんと山田司さんが参加していましたが。

	
	金子
	それでは、山田司さんに依頼してみてください。

次に法人内で行われた行事を新聞記事にしますが、何か行事を行った施設はありますか。

	
	鈴木
	行った行事ではありませんが、これから11/25に南病棟で、田子高校の慰問があります。

	
	金子
	その行事の担当は誰ですか。

	
	鈴木
	治療プログラム委員から引き継いで、私と及川久美子さんが担当として動いています。

	
	金子
	わかりました。それでは、行事の記事をお願いできますか。

	
	鈴木
	わかりました。

	
	金子
	あと何か行事はありませんか。

	
	坂本
	青風荘で浅虫水族館に行ってきました。

	
	金子
	その時の記事を誰に書いてもらえばいいですか。

	
	坂本
	青風荘の職員が一緒に行っているので、小松美智子さんがいいのではと思います。

	
	金子
	わかりました。それでは、小松さんにお願いして下さい。それぞれの記事を作成して頂く方を検討してお願いしてください。

次に、俳句に関してですが、松林さんに取りまとめをお願いします。次回の俳句のお題は「冬田」です。俳句の集まりが悪いようですので、委員で出していない方は、必ず出すようにして下さい。

入退職者の動向ですが、こちらも調べて掲載して下さい。来月作成担当者にお願いします。

次に、季節の話題ですが、みなさん何かありますか。

	
	中居
	乾燥肌についてはどうでしょうか。今の季節は、肌の乾燥から肌のトラブルが起こりやすいので、それに関した記事を掲載したらいいのではと思います。

	
	金子
	分かりました。あとは何か考えている方はありませんか。

	
	坂本
	乾燥肌とも関連があるかと思いますが、部屋の温度や湿度に関して記事を掲載するのはどうでしょうか。今の季節は、部屋の温度や湿度を管理しなければならないと思います。病院などでも管理していますか。

	
	赤坂
	病棟では温度の管理を行っています。

	
	金子
	分かりました。私の方では、アルコールハラスメントについて考えています。これからの時期は、飲酒する機会も増えるため、季節的に合っているのではと考えています。飲酒の席でお酒を強要する方や、一気に飲ませるといった行為を、アルコールハラスメントと考えていない方もいるのではないでしょうか。これに関して、山口さん調べてみて下さい。

	
	山口
	分かりました。

	
	金子
	新聞原稿依頼は、11/30までに提出するように依頼してください。その後、委員長確認後提出することになります。

	
	中居
	新聞の原稿は、委員会のフォルダに新聞原稿を保存するフォルダを作成していますので、そちらに入れておくようにして下さい。

	ヒアリングの報告


	中居
	ホームページについてですが、現在、委員がテキストデータを作成し上司に確認して頂いていましたが、作成は役職者（I.O.O．など）に依頼した方が良いとのことでした。

	
	金子
	ホームページは、法人の生きた情報を伝えていくことが大切ではないかと考えています。今は、テキストデータを依頼するより、今後の活動風景の記録をきちんと保管・管理しておくことが必要です。写真等を集めておくようにと理事長のメールでもありました。

	
	中居
	もう一度プランを考えて作成していきます。

次に、南山だよりについて、次回から相馬さんに作成をお願いすることになりますが、今までに作成に携わったことはありますか。

	
	相馬


	今までやったことはありません。以前作成した方に聞きながら作成したいと思います。

	
	金子
	南山だよりの配布先はどのようになっているのですか。

	
	中居
	公民館、保育園、小中学校、大学、社会福祉専門学校などや利用者様へ配布しています。

	
	金子
	配布場所に関しても、今後どこに配布していけばいいのか、検討が必要になるのではないかと思います。また、南山だよりの配布目的として、活動の様子を伝えることと、読み手にためになる話、慰問・ボランティア情報などを掲載し、情報を伝えていくことと思います。そのようなことを踏まえて、記事を考え原稿を依頼してください。

	Forの進行状況について


	長谷部


	現在、企画書で2つのプランを考えています。まだ、どちらのプランですすめるのかは未定となっている状況です。

	
	金子
	現在、集まっている記事はありますか。

	
	長谷部
	映画、トピックスの飲酒運転について、花言葉、在宅介護支援センターの記事です。

	
	金子
	南山苑デイケアの記事はどうなっていますか。

	
	鈴木
	橘さんが担当していますが、記事作成の依頼をしているのかまだわかりません。依頼するという話は以前聞いていましたが。

	
	金子

	総括は確認してみて下さい。その他、まだ決まっていない記事に関して、会議で確認し報告します。

	
	中居
	Forの秋冬号は、年賀状と同じく発送できるように作成することとなっていますので、担当の方は、期日に間に合うように作成するようにして下さい。

以上で、委員会を終わります。

来月の法人内新聞の担当は、坂本さんと高橋さんです。宜しくお願いします。

次回の委員会は、12/18（月）になります。




